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＊社会福祉法人　泉会＊
法 人 本 部
泉 の 家

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番23号
☎03（3417）3451（代）　FAX03（3417）3463

izumi@izumikai.jp
http://izumikai.jp/

泉会事務局
〒157-0073　世田谷区砧8丁目32番3号

メゾン成城202号
☎03（5429）6721（代）　FAX03（5429）6722

info@izumikai.jp
http://izumikai.jp/

日の 出 舎
就労日の出舎
相談日の出舎

〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3030番
☎042（597）1451（代）　FAX042（597）2205

info@hinodesha.org
http://hinodesha.org/

グループホーム
い ず み

〒197-0825　あきる野市雨間322-12
☎・FAX042（550）9083

岡 本 福 祉
作業ホーム

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番24号
☎03（3415）3366（代）　FAX03（3415）4976

okamoto@izumikai.jp
http://izumikai.jp/

岡 本 福 祉
作業ホーム
玉 堤 分 場

〒158-0087　世田谷区玉堤2丁目3番1号
☎03（5707）9431（代）　FAX03（5707）9433

tamatutumi@izumikai.jp 
http://izumikai.jp/

理
事
長
　
佐
分
利
　
正
彦

私
は
１
９
４
１
年
４
月
に
生
ま
れ
ま
し

た
。日
米
開
戦
の
８
ヶ
月
前
の
こ
と
で
す
。

戦
時
中
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、そ
れ
で
も
、４
歳
に
な
っ
た
１
９
４
５

年
頃
に
、空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
夜
中
に
防
空
壕
に
入
っ
た

こ
と
や
、空
襲
が
激
し
く
な
っ
て
鶴
川
の
農
家
（
現
在
は
町

田
市
）に
母
と
妹
弟
と
共
に
疎
開
し
た
こ
と
は
、は
っ
き
り

と
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、40
歳
を
か
な
り
す
ぎ
た
頃
に
、終
戦
の
時
に
何

を
思
っ
た
か
、母
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。母
は
少
し

考
え
て
、私
と
弟
が
戦
争
に
行
か
な
く
て
も
良
く
な
っ
て

ホ
ッ
と
し
た
、と
答
え
ま
し
た
。母
は
生
き
て
い
れ
ば
今
年

で
97
歳
に
な
り
ま
す
。母
と
同
年
代
の
人
々
、特
に
女
性
が

日
本
の
現
状
を
知
っ
た
な
ら
ば
、ど
の
様
な
感
想
を
持
つ

で
あ
ろ
う
か
、と
昨
今
考
え
て
い
ま
す
。

泉
会
の
今
年
の
聖
句
が
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。読
者
の
中
に
は
、社
会
福
祉
法
人
泉
会
の
活
動
と
こ

の
聖
句
と
の
関
連
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
ら
れ
た
方
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
が
こ
の
聖
句
を
敢
え
て
取
り
上

げ
た
の
は
、最
近
の
政
治
の
動
き
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

戦
前
の
軍
備
が
最
優
先
事
項
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、障

が
い
者
は
差
別
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。極
端
な
例
と
し
て
、

ナ
チ
ス
が
障
が
い
者
を
社
会
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。二
十
一
世
紀
の
今
日
、こ
の
よ

う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
は
思
い
ま
す

が
、し
か
し
、障
害
者
福
祉
に
対
す
る
施
策
が
、今
後
現
状

よ
り
後
退
す
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
想
像
が
杞
憂
に
終
わ
る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
す
。

思い出のいちご狩り（泉の家）

●
本
年
度
の
聖
句

　

わ
た
し
は
神
が
宣
言
さ
れ
る
の
を
聞
き
ま
す
。

　

主
は
平
和
を
宣
言
さ
れ
ま
す

　

御
自
分
の
民
に
、
主
の
慈
し
み
に
生
き
る
人
々
に

　

彼
ら
が
愚
か
な
ふ
る
ま
い
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
編
85
編
９
節
）

歴
史
に
学
ぶ
姿
勢
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２
０
１
３
年
度
も
障
が
い
者
関
連
法
の
新

規
制
定
な
ど
が
相
次
ぎ
障
が
い
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。そ
う
し
た
中
、泉
会
は
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
て
多

様
な
活
動
を
し
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
に

つい
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

法
人
本
部

１	

法
人
本
部
事
務
所
の
開
設
準
備
に
取

	

り
組
み
ま
し
た
。

２	

法
人
及
び
各
施
設
の
３
か
年（
２
０
１
４

年
～
２
０
１
６
年
）計
画
の
作
成
に
着

手
し
ま
し
た
。

泉
の
家

１	

施
設
運
営
の
向
上
の
た
め
東
京
都
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
ま
し

た
。

２	

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
で
は
犬
用

ク
ッ
キ
ー
と
ミ
サ
ン
ガ
販
売
額
が
前
年

度
比
８
９
．３
％
で
し
た
。受
託
作
業
で

は
受
注
額
が
前
年
度
比
１
０
７
．５
％
で

し
た
。喫
茶
の
売
り
上
げ
も
前
年
度
比

１
２
２
％
で
し
た
。

事
業
報
告

２
０
１
３
年
度　

決
算
報
告

日
の
出
舎・就
労
日
の
出
舎・通
所
ホ
ー
ム 

・

相
談
日
の
出
舎

１	

日
の
出
町
か
ら
特
定
相
談
支
援
事
業
者

の
指
定
を
受
け
て
相
談
支
援
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

２	

東
京
都
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
木
質

ペ
レ
ッ
ト
製
造
機
の
導
入
手
続
き
を
進

め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
ず
み

　

世
話
人
を
中
心
に
入
居
者
４
名
の
方
の

日
常
生
活（
食
事
・
入
浴
・
清
掃
余
暇
等
）

の
支
援
を
し
ま
し
た
。

世
田
谷
区
立
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム 

・

玉
堤
分
場

１	

生
活
介
護
を
中
心
に
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、個
別
支
援
計

画
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
利
用
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
し
た
。

２	

緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
検
討
、防
災
備

品
の
充
実
、車
い
す
利
用
者
の
階
段
で
の

避
難
訓
練
な
ど
を
行
う
な
ど
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

科目 金額

事業活動による収支
　事業活動収入
　事業活動支出

661,398,644
574,633,461

事業活動資金収支差額 86,765,183

施設整備等による収支
　施設整備等収入
　施設整備等支出

8,190,687
69,831,520

施設整備等資金収支差額 △ 61,640,833

その他の活動による収支
　その他の活動収入
　その他の活動支出

80,410,672
85,852,676

その他の活動資金収支差額 △ 5,442,004
予備費支出 0
当期資金収支差額合計 19,682,246
前期末支払資金残高 386,025,646
当期末支払資金残高 405,707,892

科目 金額
サービス活動増減
　サービス活動収益
　サービス活動費用
　サービス活動増減差額

656,460,866
596,016,230

60,444,636
サービス活動外増減
　サービス活動外収益
　サービス活動外費用

4,937,778
1,122,970

サービス活動外増減差額 3,814,808
経常増減差額 64,259,444
特別増減
　特別収益
　特別費用
　特別増減差額

8,190,585
6,179,300
2,011,285

当期活動増減差額 66,270,729
繰越活動増減差額
　前期繰越活動増減差額 425,858,392
　当期末繰越活動増減差額 492,129,121
　基本金取崩額 0
　その他の積立金取崩額 80,279,082
　その他の積立金積立額 82,479,082
　次期繰越活動増減差額 489,929,121

科目 金額
資産の部

流動資産
固定資産
基本財産
他の固定資産

443,301,854
1,043,988,955

688,267,919
355,721,036

資産の部合計 1,478,290,809

負債の部
流動負債
固定負債

60,959,432
86,343,966

負債の部合計 147,303,398

純資産の部
基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額

167,037,230
546,224,912
136,796,148
489,929,121

その他の活動資金収支差額 △ 5,442,004
純資産の部合計 1,339,987,411
負債及び純資産の部合計 1,487,290,809

法人合計貸借対照表の要旨　　（単位：円） 法人合計事業活動計算書の要旨　（単位：円） 法人合計資金収支計算書の要旨　（単位：円）

泉の家 定員 現員

利用人数
生活介護 20 名 21 名
就労移行支援 6 名 0 名
就労継続 B 型 25 名 22 名

平均工賃　 就労移行支援 0 円
就労継続 B 型 11,507 円

岡本ホーム 定員 現員

利用人数
生活介護 24 名 29 名
就労移行支援 6 名 1 名
就労継続 B 型 10 名 10 名

平均工賃　 就労移行支援 8,348 円
就労継続 B 型 8,512 円

日の出舎 定員 現員

利用人数
施設入所 45 名 46 名
生活介護 45 名 46 名
就労継続 B 型 20 名 23 名

平均工賃　 就労継続 B 型 29,126 円

玉堤分場 定員 現員

利用人数 就労移行支援 6 名 4 名
就労継続 B 型 13 名 12 名

平均工賃　 就労移行支援 13,379 円
就労継続 B 型 13,795 円

いずみ 定員 現員
利用人数 生活介護 4 名 4 名

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益	
障害福祉サービス事業収益	
　自立支援給付費収益	
　利用者負担金収益	
　補足給付費収益	
　特定費用収益	
　その他の事業収益	
経常経費寄付金収入	

9,581,978
290,130,548
213,148,868

130,200
10,566,027
23,993,854
42,291,599

354,000
サービス活動収益計（1） 300,066,526

費用	
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費	
国庫補助金等特別積立金取崩額

155,104,349
40,441,874
40,866,854
10,654,874
34,653,629

△ 21,480,284
サービス活動費用計（2） 260,241,296

サービス活動増減差額（3=1-2） 39,825,230
サービス活動外増減の部

収益	
受取利息配当金収益	
その他のサービス活動外収益	
　雑収益	

84,546
990,215
990,215

サービス活動外収益計（4） 1,074,761
費用
支払利息 0
サービス活動外費用計（5） 0

サービス活動外増減差額（6=4-5） 1,074,761
経常増減差額（7=3+6） 40,899,991

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 5,194,087
固定資産売却益 52,498

特別収益計（8） 5,246,585
費用
資産評価損
固定資産売却損・処分損	
国庫補助金等特別積立金積立額

111,924
1

5,194,087
特別費用計（9） 5,306,012

特別増減差額（10=8-9） △ 59,427

当期活動収支差額（11=7+10） 40,840,564
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額（12） 334,212,066
当期末繰越活動収支差額（13=11+12） 375,052,630
次期繰越活動増減差額 375,052,630

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益	
障害福祉サービス事業収益
重度身体障害者 GH 事業収益
経常経費寄付金収入

0
0

17,073,922
0

サービス活動収益計（1） 17,073,922
費用	
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費	
国庫補助金等特別積立金取崩額

0
5,639,019

11,435,533
0
0
0

サービス活動費用計（2） 17,074,552
サービス活動増減差額（3=1-2） △ 630

サービス活動外増減の部
収益	
借入金利息補助金収益	
受取利息配当金収益	
その他のサービス活動外収益	
　雑収益	

0
630

0
0

サービス活動外収益計（4） 630
費用
支払利息
その他のサービス活動外費用
　雑損失	

0
0
0

サービス活動外費用計（5） 0
サービス活動外増減差額（6=4-5） 630

経常増減差額（7=3+6） 0
特別増減の部

収益
施設整備等補助金収益
固定資産売却益

0
0

特別収益計（8） 0
費用
資産評価損
固定資産売却損・処分損	
国庫補助金等特別積立金積立額
拠点区分間繰入金費用	

0
0
0
0

特別費用計（9） 0
特別増減差額（10=8-9） 0

当期活動収支差額（11=7+10） 0
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額（12） 250,000
当期末繰越活動収支差額（13=11+12） 250,000
次期繰越活動増減差額 250,000

事業活動収支計算書
日の出舎	 	 　　　　（単位：円）

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益	
障害福祉サービス事業収益
　補助金事業収益	
　受託事業収益	
　その他の事業収益	
経常経費寄付金収入

4,626,779
169,784,957

1,447,720
167,782,737

554,500
10,000

サービス活動収益計（1） 174,421,736
費用	
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費

107,783,013
22,294,059
27,575,125

4,831,404
212,364

サービス活動費用計（2） 162,695,965
サービス活動増減差額（3=1-2） 11,725,771

サービス活動外増減の部
収益	
受取利息配当金収益	
その他のサービス活動外収益	
　雑収益	

208
155,670
155,670

サービス活動外収益計（4） 155,878
費用
その他のサービス活動外費用
　雑損失

970
970

サービス活動外費用計（5） 970
サービス活動外増減差額（6=4-5） 154,908

経常増減差額（7=3+6） 11,880,679
特別増減の部

収益
施設整備等補助金収益 0

特別収益計（8） 0
費用
固定資産売却損・処分損	
拠点区分間繰入金費用

3
2,844,000

特別費用計（9） 2,844,003
特別増減差額（10=8-9）  △ 2,844,003

当期活動収支差額（11=7+10） 9,036,676
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額（12） 24,163,413
当期末繰越活動収支差額（13=11+12） 33,200,089
次期繰越活動増減差額 33,200,089

岡本福祉作業ホーム	 　　　　（単位：円）
サービス活動増減の部

収益
就労支援事業収益	
障害福祉サービス事業収益
　自立支援給付費収益
　利用者負担金収益
　特定費用収益
　その他の事業収益
経常経費寄付金収入

4,974,758
160,015,584

92,786,104
446,229

2,647,386
64,135,865

178,748
サービス活動収益計（1） 165,169,090

費用	
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額

79,085,806
13,883,653
45,540,222

4,975,583
17,053,492

△ 13,486,504
サービス活動費用計（2） 147,052,252

サービス活動増減差額（3=1-2） 18,116,838
サービス活動外増減の部

収益	
借入金利息補助金収益
受取利息配当金収益	
その他のサービス活動外収益

1122000
16,781

2,399,198
サービス活動外収益計（4） 3,537,979

費用
支払利息 1,122,000
サービス活動外費用計（5） 1,122,000

サービス活動外増減差額（6=4-5） 2,415,979
経常増減差額（7=3+6） 20,532,817

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 744,000

特別収益計（8） 744,000
費用
資産評価損	
固定資産売却損・処分損	
国庫補助金等特別積立金積立額
拠点区分間繰入金費用

129,284
1

744,000
1,008,000

特別費用計（9） 1,881,285
特別増減差額（10=8-9） △ 1,137,285

当期活動収支差額（11=7+10） 19,395,532
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額（12） 28,022,791
当期末繰越活動収支差額（13=11+12） 47,418,323
次期繰越活動増減差額 47,418,323

泉の家　　　	 　　　　（単位：円）

グループホーム	 　　　　（単位：円）
サービス活動増減の部

収益
就労支援事業収益	
障害福祉サービス事業収益
重度身体障害者 GH 事業収益
経常経費寄付金収入

0
0
0
0

サービス活動収益計（1） 0
費用	
人件費
事業費
事務費
減価償却費

2,251,289
567

7,142,407
296,310

サービス活動費用計（2） 9,690,573
サービス活動増減差額（3=1-2） △ 9,690,573

サービス活動外増減の部
収益	
借入金利息補助金収益	
受取利息配当金収益	
その他のサービス活動外収益

0
12,280

624,250
サービス活動外収益計（4） 636,530

費用
支払利息 0
サービス活動外費用計（5） 0

サービス活動外増減差額（6=4-5） 636,530
経常増減差額（7=3+6）  △ 9,054,043

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 2,200,000
拠点区分間繰入金収益 3,852,000

特別収益計（8） 6,052,000
費用
資産評価損 0

特別費用計（9） 0
特別増減差額（10=8-9） 6,052,000

当期活動収支差額（11=7+10） △ 3,002,043
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額（12） 39,210,122
当期末繰越活動収支差額（13=11+12） 36,208,079
その他の積立金取崩額 80,279,082
　建設積立金取崩額	
　世田谷施設整備積立金取崩
　額施設整備積立金取崩額

43,145,560
26,883,522
10,250,000

その他の積立金積立額 82,479,082
施設整備積立金積立額	
施設運営費積立金積立額

33,345,560
49,133,522

次期繰越活動増減差額 34,008,079

本部	 	 　　　　（単位：円）

（２０１４年３月３１日現在）
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今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
泉
会
の
基

本
方
針
で
あ
る
「
情
報
公
開
を
積
極
的
に

す
す
め
る
こ
と
」
を
実
行
す
る
た
め
に
行

い
ま
し
た
。

　

情
報
が
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
掲
載
が
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
、
泉
会
と
し
て
統
一

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
利
用
者

を
始
め
、
情
報
を
見
た
い
・
知
り
た
い
方

に
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
る
様
に
検

討
し
て
参
り
ま
し
た
。

【
改
定
の
要
旨
と
し
て
】

１
．
法
人
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
事

業
所
毎
の
ペ
ー
ジ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ

ー
ジ
を
含
め
て
統
合
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
い

２
．
簡
単
に
更
新
す
る
こ
と
が
出
来
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い

３
．
職
員
向
け
規
程
文
書
等
の
共
有
を
行

い
た
い

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
設
置
目
的
と
し
て
】

１
．
利
用
者
、
利
用
希
望
者
及
び
そ
の
保

護
者
、
関
係
者
に
対
し
て
法
人
と
事

業
所
の
概
要
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

 　

５
月
３
日（
土
）ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初

日
に
新
人
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。泉
の
家

か
ら
１
名
、岡
本・玉
堤
か
ら
２
名
、日
の
出

舎
か
ら
３
名
、事
務
局
よ
り
１
名
、そ
れ
と

理
事
長
、担
当
の
分
部
の
合
計
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学
は
土
曜
で
し
た

が
、利
用
者
の
方
は
風
邪
気
味
で
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
気
持
ち
よ
く
部
屋
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
名

称
は
知
って
い
る
が
、見
学
す
る
の
は
は
じ
め

て
だ
と
い
う
職
員
が
ほ
と
ん
ど
で
皆
、興
味

深
く
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。管
理
人
の

細
谷
さ
ん
が「
施
設
で
で
き
な
い
こ
と
を
行

う
こ
と
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
役
割
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
に
は
、小
集
団
で
あ
る
が
ゆ
え

に
人
間
の
成
長
に
対
し
て
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
こ
と
に
対
し
て
、新
人
職
員
か
ら

「
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
」と
い
う
発
言
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

日
の
出
舎
見
学
で
は
、施
設
の
様
子
な
ど

を
西
田
施
設
長
が
細
部
に
わ
た
り
説
明
し

ま
し
た
。世
田
谷
地
区
の
通
所
施
設
職
員

に
と
って
は
、広
い
施
設
、居
室
、浴
室
、職
員

の
在
所
確
認
や
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
対
応
の
P

Ｈ
S
所
持
な
ど
、は
じ
め
て
の
見
聞
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
理
事
長
講
話
で「
隣
人
愛
に
つ

い
て
」「
天
職
に
つ
い
て
」の
２
題
も
、橋
向
前

理
事
長
の
作
成
し
た
レ
ジ
ュメ「
福
祉
に
つ
い

て
」と
合
わ
せ
て
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

新
人
職
員
の
感
想
レ
ポ
ー
ト
の一部
を
紹

介
す
る
と「
自
分
を
愛
せ
な
い
人
は
他
人
を

愛
せ
な
い
、自
分
を
大
切
に
で
き
な
い
人
は

他
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
。職

員
と
利
用
者
の
関
係
は
友
人
や
親
と
の
関

係
性
と
い
う
視
点
で
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

利
用
者
が
自
分
の
親
兄
弟
で
あ
っ
た
ら
ど
う

で
あ
ろ
う
か
、ど
う
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
か
」

「
天
職
と
い
う
言
葉
は
理
解
で
き
た
が
ま
だ

余
裕
が
な
い
。仕
事
は
膨
大
で
あ
る
。し
か

し
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
行
う
こ
と

で
天
職
に
な
る
よ
う
に
仕
事
を
続
け
た
い
。

最
初
に
天
職
あ
り
き
、と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。与
え
ら
れ
た
仕
事
を
全
力
で
取
り
組
ん

だ
結
果
そ
れ
は
初
め
て
天
職
と
な
る
も
の
で

あ
る
」と
研
修
を
受
け
、改
め
て
仕
事
に
向

か
う
姿
勢
を
確
認
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

恒
例
の
決
意
表
明
で
は
、皆
素
直
に
自
分

の
言
葉
で
研
修
後
の
気
持
ち
を
述
べ
て
お

り
、と
て
も
好
感
が
持
て
ま
し
た
。「
理
事

長
の
話
は
忘
れ
か
け
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
自
分
が
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
か
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

　

福
祉
職
に
就
く
う
え
で
必
要
な
相
手
と

の
関
係
性
と
仕
事
に
就
い
た
ば
か
り
の
時
に

出
て
く
る
悩
み
や
、迷
い
に
関
し
て
の
助
言

を
理
事
長
講
話
で
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

目
の
前
の
職
務
に
汲
々
で
自
分
の
こ

と
も
含
め
客
観
的
に
回
り
を
見
る
こ

と
が
難
し
い
の
も
無
理
は
な
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
そ
こ
で
自
己
覚
知
す

べ
く
理
事
長
の
２
題
に
接
し
た
こ
と

は
自
己
の
振
返
り
に
大
き
な
意
味
を

持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
同
期
は
い
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。今
後
悩
み
、相
談
が

あ
っ
た
ら
直
属
の
先
輩
、上
司
の
み
な

ら
ず
同
期
同
士
で
話
し
合
う
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。研
修
後
、誰
か
ら
と
も

な
く「
今
度
同
期
で
飲
み
に
い
き
ま

し
ょ
う
よ
」と
い
う
言
葉
が
出
た
の
も

微
笑
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
泉
会
事
務
局　

分
部　

頼
文
）

発
信
す
る

２
．
求
職
者
に
対
し
て
法
人
と
事
業
所
の

概
要
、
職
務
内
容
に
つ
い
て
発
信
す

る

３
．
活
動
内
容
や
作
業
製
品
・
喫
茶
サ
ー

ビ
ス
等
を
、
想
定
顧
客
に
向
け
て
広

告
す
る

４
．
決
算
情
報
開
示
や
「
東
京
都
福
祉
サ

ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
実
施
報
告
等

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
わ
る
情
報

を
発
信
す
る

５
．
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
行
う

６
．
職
員
の
規
程
文
書
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
（
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
間
違
い

な
く
照
会
で
き
る
よ
う
に
す
る
）

７
．
職
員
等
に
よ
り
最
新
の
活
動
内
容
を

発
信
す
る

　

以
上
に
つ
い
て
業
者
か
ら
提
案
を
い
た

だ
き
選
考
し
ま
し
た
。作
成
に
つ
い
て
は
、

合
同
会
社
ユ
ビ
キ
タ
ス
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

研
究
所　

代
表　

萩
原
高
行
氏
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
泉
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作

成
、
名
刺
、
封
筒
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
標

準
化
、
統
一
の
取
れ
た
デ
ザ
イ
ン
も
同
時

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　 　

実
際
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
は
、
右
側
の

写
真
の
様
に
、
泉
会
の
歴
史
を
伝
え
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
１
９
５
７
年
、

「
保
護
授
産
施
設
」
当
初
の
職
員
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
人

と
の
共
生
の
大
切
さ
・
皆
の
力
を
合
わ
せ

る
・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
な
ど
が
、
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
於
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
映
り

ま
す
。

　

職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
親
近
感
の
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
仕

上
っ
て
い
ま
す
。

　

私
共
の
職
場
は
、
人
が
支
え
あ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
・
な

し
の
関
係
な
く
共
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
是
非
と
も
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

法
人
新
人
研
修
報
告

法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
泉
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
し
ま
し
た

　

ノ
ア
の
箱
舟
の
一

節
か
ら
、
鳩
が
オ
リ
ー

ブ
の
葉
を
咥
え
た
ビ

ジ
ュ
ア
ル
を
モ
チ
ー

フ
に
制
作
し
ま
し
た
。

　

命
の
鼓
動
を
表
す

オ
リ
ー
ブ
の
葉
と
平

和
や
安
ら
ぎ
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
鳩
の
イ

メ
ー
ジ
に
、
泉
会
の
理

念
で
あ
る
「
信
頼
、
希
望
、
愛
」
で
社

会
を
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

法人新人研修
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新
緑
の
盛
り
の
５
月
25
～
26
日
、東
京
が

梅
雨
入
り
し
た
６
月
５
～
６
日
の
２
回
に
わ

た
り
、一泊
旅
行
に
行
って
き
ま
し
た
。

　

行
き
先
は
群
馬
県
水
上
地
方
で
す
。『
群

馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
』で
昼
食
を
と
り
、い
よ

い
よ
動
物
達
と
ご
対
面
。

　

キ
リ
ン
、ク
マ
、ト
ラ
、ラ
イ
オ
ン・・・ 

間
近

　

２
０
１
４
年
６
月
１９
日
は
日
差
し
の
明
ら

か
な
暑
い
日
に
な
り
ま
し
た
。あ
き
る
野
市

の
秋
川
駅
北
口
す
ぐ
近
く
の
社
会
福
祉
法

人
泉
会
の
所
有
地
で
、理
事
で
あ
る
秋
葉
牧

師
の
司
式
に
よ
っ
て
、ケ
ア
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
の

起
工
式
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。設

計
、監
理
の
株
式
会
社
新
環
境
設
計
様
、芝

に
見
る
姿
は
迫
力
満
点
。あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

歓
声
が
上
が
って
い
ま
し
た
。　

　

宿
泊
先
は
水
上
温
泉 

『
ホ
テ
ル
聚
楽
』 

で
す
。温
泉
と
料
理
を
楽
し
ん
だ
後
は
、お

待
ち
か
ね
の
宴
会
で
す
。

　

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で

カ
ラ
オ
ケ
を
満
喫
し
て
、最
後
は
大
合
唱
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、イ
チ
ゴ
狩
り
の
食
べ
放
題
。な

ん
と
40
個
も
食
べ
た
方
が
い
ま
し
た
。

　

お
土
産
と
思
い
出
が
いっ
ぱ
い
の
、 

楽
し
い

一 

泊
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
島
田　

隆
介
）

建
築
事
務
所
様
、施
工
業
者
の
大
木
建
設

様
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、佐
分
利
理
事
長

は
じ
め
、泉
会
の
法
人
役
員
の
方
々
と
と
も

に
、日
の
出
舎
の
利
用
者
代
表
、西
田
施
設

長
以
下
日
の
出
舎
職
員
も
参
加
し
ま
し

た
。白
い
テ
ン
ト
の
式
場
は
、こ
れ
ま
で
の
多

く
の
人
々
の
恩
恵
に
よ
って
、清
ら
か
な
土
地

が
現
在
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。神
の「
深
い
節
理
」と

「
臨
在
」と
い
う
秋
葉
牧
師
の
お
祈
り
の
言

葉
や
讃
美
歌
を
聞
き
な
が
ら
、業
者
の
方
々

と
の
得
が
た
い
ご
縁
に
も
深
い
感
銘
と
感
謝

を
覚
え
ま
し
た
。

�

（
高
木　

有
己
）

　

生
活
介
護
の
活
動
で
野
菜
を
中
庭
で
育

て
て
お
り
、元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
始
ま
っ
た
園
芸
作
業
も
今

年
で
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
作
業
は「
楽
し
む
園
芸
」「
販
売
用

の
苗
を
育
て
る
園
芸
」の
２
つ
を
目
的
と
し

て
利
用
者
を
中
心
に
種
か
ら
育
て
て
い
ま

す
。今
年
は
、ゴ
ー
ヤ
、き
ゅ
う
り
、枝
豆
、え

ん
ど
う
豆
の
４
種
類
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

　

玉
堤
分
場
の
紙
作
業
製
品
で
１
番
売
れ

行
き
が
良
い
の
は
お
面
で
す
。お
面
を
そ
の

ま
ま
販
売
す
る
の
で
は
な
か
な
か
売
れ
ま

　

６
月
に
苗
の
販
売
を
行
い
、ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ど
ん
な
実
を
付
け
る
か
毎

日
楽
し
み
に
水
や
り
を
し
て
い
ま
す
。�

（
陶
山　

智
憲
）

せ
ん
が
、販
売
会
で
お
面
の
顔
描
き
体
験
を

行
う
と
、子
供
た
ち
に
す
ご
い
人
気
で
、１
回

の
販
売
会
で
１
０
０
個
売
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
主
力
商
品
で
あ
る
お
面
は
、一 つ 

一 

つ
手
作
り
で
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、お
面
を

作
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
石
膏
で
で
き
た

お
面
の
型
で
す
。こ
の
石
膏
型
は
数
年
使
っ

て
い
る
と
ひ
び
割
れ
て
し
ま
っ
た
り
、表
面
に

泉
の
家
だ
よ
り

「
旅
行
の
思
い
出
」

日
の
出
舎
だ
よ
り

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
起
工
式
」

今
年
も
巨
人
が
優
勝
し
て
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス

に
行
って
、日
本
シ
リ
ー
ズ
で
優
勝
で
き
る
よ

う
に
応
援
し
ま
す
。巨
人
が
優
勝
し
て
日
本

一
に
な
っ
た
ら
天
国
の
お
父
さ
ん
も
き
っ
と
喜

ぶ
と
思
い
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
巨
人
！

岡
本
ホ
ー
ム
だ
よ
り

「
育
っ
て
い
ま
す
！
」

玉
堤
分
場
だ
よ
り

「
お
面
の
型
を
新
し
く
！
」

本物のキリンにびっくり

大好きなジャイアンツグッズに囲まれて

起工式の様子

新作、リボンのお面を作ってます。

岡本自慢の園芸です

亀
裂
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、定

期
的
に
新
し
く
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。型
作
り
の
工
程
は
、粘
土
で
古
い

石
膏
か
ら
形
を
と
り
、そ
の
粘
土
の
形
を
整

え
て
石
膏
を
流
し
て
新
し
い
型
を
作
る
と
い

う
流
れ
で
す
。そ
ん
な
に
難
し
く
は
な
い
の

で
す
が
、細
か
い
調
整
や
手
直
し
に
と
て
も

時
間
が
か
か
る
た
め
地
味
な
わ
り
に
大
変

な
作
業
で
す
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、利

用
者
の
皆
さ
ん
が
作
り
や
す
い
よ
う
に
、危

な
く
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、そ
れ

で
い
て
お
客
様
に
よ
り
良
い
商
品
を
提
供
で

き
る
よ
う
思
い
を
込
め
て
型
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
形
の
お
面
も
開
発
し
て
い
ま
す
の

で
、新
商
品
を
お
楽
し
み
に
！

�

（
伊
達　

紫
瑞
）

Ｇ
Ｈ
い
ず
み
だ
よ
り

「
お
父
さ
ん
の
思
い
出
」

児
玉
　
恵
美
子
さ
ん

私
は
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
し
た
。

お
父
さ
ん
は
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
の

で
、よ
く
勉
強
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
野
球
が
好
き
で
巨
人
の
フ
ァ
ン

な
の
で
、小
さ
い
私
を
よ
く
後
楽
園
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。横
須
賀
か
ら
電
車

に
乗
っ
て
い
き
ま
し
た
。野
球
を
見
た
帰
り

は
い
つ
も
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
ま
し
た
。お
と
う

さ
ん
は
巨
人
と
ウ
ナ
ギ
が
好
き
だ
っ
た
の
で

私
も
巨
人
と
ウ
ナ
ギ
が
大
好
き
で
す
。ウ
ナ

ギ
を
食
べ
る
と
お
父
さ
ん
を
思
い
出
し
ま

す
。だ
か
ら
い
ず
み
に
来
て
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
と
外
出
で
き
る
の
で
、巨
人
戦
を
後
楽
園

に
見
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
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東
京
都
世
田
谷
区
砧
六
の
二
六
の
二
一

編
集
人　

社
会
福
祉
法
人　

泉
会

　

就
労
日
の
出
舎
で
は
、
昨
年
度
東
京

都
の
受
注
促
進
・
工
賃
向
上
設
備
整
備

費
補
助
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
機
「
ペ
レ
タ
イ
ザ
ー
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
燃
料
と
な
り
ま
す
（
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
薪
ス
ト
ー
ブ
に
近
い
も
の
と

な
り
ま
す
）。
化
石
燃
料
で
あ
る
灯
油

の
代
替
と
な
る
次
世
代
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。
ペ
レ
ッ
ト
の
原
材
料
と
な

る
木
材
は
丸
太
か
ら
柱
や
板
を
製
材
し

た
時
に
出
る
「
お
が
屑
」
で
、
木
材
を

余
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
が
燃
え
、
空
に
消
え

た
Ｃ
Ｏ
２
は
、
森
林
に
再
び
吸
収
さ
れ
、

木
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。
大
気
中
の
Ｃ

Ｏ
２
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

も
な
り
ま
す
。
遠
く
の
国
か
ら
く
る
石

油
に
か
え
て
、
近
く
の
森
林
で
産
ま
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
心
豊
か
に
く
ら
す
こ

と
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

（
※
一
部
、
東
京
木
質
資
源
活
用
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）。

　

当
初
、
日
の
出
舎
の
敷
地
内
で
製
造

す
る
予
定
で
し
た
が
、
製
造
機
が
大
き

く
現
存
の
建
物
内
で
作
業
を
行
う
に
は

効
率
が
悪
い
た
め
、
当
分
の
間
、
ペ
レ
ッ

ト
の
原
材
料
を
提
供
し
て
頂
く
浜
中
材

木
店
の
工
場
の一
部
を
お
借
り
し
、
製

造
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
浜
中
材

木
店
で
製
材
中
に
発
生
し
た
杉
や
桧
の

お
が
屑
を
利
用
し
て
、
月
１
２
，０
０
０

ｋｇ
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
量
を
当
面
の
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
製
造
し
た
ペ
レ
ッ
ト
は
、

10
年
以
上
前
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
「
東
京
木
質
資
源
活
用

セ
ン
タ
ー
」
へ
納
品
し
、
多
摩
地
域
を

中
心
に
、
関
東
全
域
に
販
売
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
企
業
と
連
携
を
図
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ペ
レ
ッ
ト
を

製
造
す
る
こ
と
で
、
東
京
の
森
林
再
生

に
少
し
で
も
協
力
す
る
こ
と
が
、
木
工

を
20
年
以
上
続
け
て
き
た
日
の
出
舎
が

地
域
の
中
で
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
製
造

に
向
け
て
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
下
さ
っ
た
「
浜
中
材
木
店
」「
東
京

木
質
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
」
の
皆
様
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
と
も
末
長
く
お
付
き
合

い
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
加
藤　

圭
介
）

【
ペ
レ
ッ
ト
販
売
は
こ
ち
ら
か
ら
】

東
京
都
青
梅
市
沢
井
１
―
４
１
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
（
５
９
７
）
３
７
４
２

東
京
木
質
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー

【
原
材
料
提
供
会
社
】

東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
久
野

８
５
４
―
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
（
５
９
７
）
０
７
２
２

浜
中
材
木
店

ペ
レ
ッ
ト
製
造
始
ま
り
ま
し
た

③ペレタイザーでペレットを製造

④どんどん出てきます！

⑤この袋で約600kg！

⑦しっかり封をして完成です ⑥袋に詰めて計量します

①浜中材木店による製材加工

②製材加工で出たおが屑


